
平成28年６月平成28年６月

28年４月18日　視察の様子
箱根湿生花園／左上
はしご自動車（消防署本署)／右上
宮城野保育園建設予定地／左下
火山ガス常時計測機器（大涌谷橋)／右下
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３月定例会・４月臨時会
議案の審議結果等･･････････････････････Ｐ２
議案ごとの審議結果（表）･･････････････Ｐ３
予算審議････････････････････････Ｐ４～Ｐ５
一般質問････････････････････････Ｐ６～Ｐ10
議会の活動報告･･････････････････Ｐ11～Ｐ12
議会報告会の開催について･･････････････Ｐ12

主　な　内　容



例
の
制
定
　
　
　
・
・
・
可
決

○
教
育
長
の
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の

制
定
　
　
　
　
　
・
・
・
可
決

○
箱
根
町
部
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

・
・
・
可
決

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
及
び
教
育
長
の
給
与

そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
　
　
　
　
・
・
・
可
決

　
町
長
等
が
給
与
の
削
減
措
置

を
行
う
も
の
で
す
。

○
箱
根
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
　
　
　
・
・
・
可
決

○
箱
根
町
の
議
会
議
員
そ
の
他

非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

・
・
・
可
決

○
箱
根
町
職
員
の
分
限
に
関
す

る
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
　
　
　
　
　
・
・
・
可
決

○
箱
根
町
職
員
の
勤
務
時
間
及

び
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

・
・
・
可
決

○
箱
根
町
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
　
　
　
　
　
　
・
・
・
可
決

○
箱
根
町
弥
坂
湯
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
　

・
・
・
可
決

○
箱
根
町
宮
城
野
温
泉
会
館
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
　
　
　
　
　
・
・
・
可
決

○
箱
根
町
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

・
・
・
可
決

○
箱
根
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
ま
な
み
荘
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定・

・
・
可
決

○
箱
根
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
　
　
　
　
　
　
・
・
・
可
決

　
保
険
料
の
限
度
額
及
び
所
得

に
よ
る
軽
減
判
定
額
に
つ
い
て
、

改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。

○
箱
根
町
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
　

　
　
　
　
・
・
・
可
決

○
箱
根
町
火
災
予
防
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
　
　
　
　
・
・
・
可
決

○
箱
根
町
総
合
体
育
館
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　
　
　
・
・
・
可
決

2000
円
を
追
加
し
、
総
額
を
11
億

8011
万
1000
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
27
年
度
箱
根
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
　
　
　
　
・
・
・
可
決

 

○
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

（
湯
本
山
崎
地
内
３
件
）

・
・
・
可
決

　
町
道
の
起
終
点
や
、
整
備
区

間
の
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。

○
箱
根
町
指
定
金
融
機
関
の
指

定
　
　
　
　
　
　
・
・
・
可
決

○
行
政
不
服
審
査
会
の
事
務
の

委
託
に
係
る
協
議
に
つ
い
て

・
・
・
可
決

　
行
政
不
服
審
査
会
の
事
務
を

神
奈
川
県
に
委
託
す
る
に
あ
た

り
、
委
託
に
関
す
る
規
約
に
つ

い
て
協
議
す
る
も
の
で
す
。

 

○
箱
根
町
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
・
・
可
決

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
２
件
）
　

・
・
・
承
認

○
箱
根
町
弥
坂
湯
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
・
・
可
決

○
箱
根
町
宮
城
野
温
泉
会
館
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
　
　
　
・
・
・
可
決

○
箱
根
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
ま
な
み
荘
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
・
・
可
決

○
箱
根
町
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
　
・
・
・
可
決

○
平
成
28
年
度
箱
根
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

・
・
・
可
決

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
7940
万

3000
円
を
追
加
し
、
総
額
を
94
億

4040
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
・
・
・
可
決

　
料
金
体
系
や
器
具
使
用
料
等

の
変
更
に
関
す
る
も
の
で
す
。

 

○
箱
根
町
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
　
　
　
　
・
・
・
可
決

　
町
議
会
議
員
の
報
酬
を
１
割

削
減
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し

た
。

 

○
平
成
27
年
度
箱
根
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

・
・
・
可
決

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
２
億

4488
万
3000
円
を
追
加
し
、
総
額
を

97
億
5067
万
5000
円
と
す
る
も
の
で

す
。

○
平
成
27
年
度
箱
根
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
　
　
・
・
・
可
決

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
２
億

2245
万
6000
円
を
追
加
し
、
総
額
を

20
億
9201
万
2000
円
と
す
る
も
の
で

す
。

○
平
成
27
年
度
箱
根
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
　
　
　
　
　
・
・
・
可
決

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
1659
万

４
月
臨
時
会

議
会
議
事
案
件

補
正
予
算

そ
　

の
　

他

追
加
提
出
議
案

予
　
　
算

　
町
議
会
３
月
定
例
会
は
、
２

月
22
日
か
ら
３
月
18
日
ま
で
の

会
期
で
開
催
さ
れ
、
条
例
の
改

正
や
新
年
度
予
算
の
審
議
、
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

○
平
成
28
年
度
箱
根
町
一
般
会

計
予
算
及
び
11
会
計
予
算

 

○
箱
根
町
職
員
の
降
給
に
関
す

る
条
例
の
制
定
　
・
・
・
可
決

○
箱
根
町
職
員
の
退
職
管
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定・

・
・
可
決

○
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
　
　
　
　
・
・
・
可
決

　
行
政
処
分
に
対
し
、
不
服
を

申
し
立
て
る
た
め
の
制
度
が
定

め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関
係

条
例
を
定
め
る
条
例
で
す
。

○
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

箱
根
町
議
会
３
月
定
例
会

平
成
28
年
度
の
予
算
総
額
は
154
億
7620
万
円

条
　
　
例

議会だより　はこね第184号 平成28年6月　（2）



３月定例会

議　案　等

議案ごとの審議結果

※　記号の説明　　可：原案可決　　承：承認　　○：賛成　　×：反対

議

長

は

採

決

に

参

加

し

ま

せ

ん

議
長
は
採
決
に
参
加
し
ま
せ
ん

沖 

津 

弘 

幸

西 

村 

和 

夫

折 
橋 

尚 

道

遠 
藤 
秀 

則

石 
川

　
　栄

山 

田 

和 
江

稲
葉 

親
太
郎

山 

田 

成 

宣

勝 

俣 

公 

好

小 

川 

鶴 

雄

勝 

俣 

剛 

一

川 

口 

延 

明

川 

端 

祥 

介

村
野 

由
紀
子

議 

決 

結 

果
可 ○○○○

×
○○○○○○○○

可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○

×

○○○○○○○○

可 ○○○○

×

○○○○○○○○

可 ○○○○

×

○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○

可 ○○○○○○○○○○○○○

可 ○○○○

×

○○○○○○○○

可 ○○○○

×

○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○

×

○○○○○○○○
可 ○○○○

×

○○○○○○○○
可 ○○○○

×

○○○○○○○○
可 ○○○○

×

○○○○○○○○
可 ○○○○

×

○○○○○○○○
可 ○○○○

×

○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○

×

○○○○○○○○
可 ○○○○

×

○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○

×

○○

×

○○○○○
可 ○○○○

×

○○○○○○○○
可 ○○○○

×

○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○

可 ○○○○○○○○○○○○○

箱根町職員の降給に関する条例の制定について

４月臨時会

議　案　等

沖 

津 

弘 

幸

西 

村 

和 

夫

折 

橋 

尚 

道

遠 

藤 

秀 

則

石 

川

　
　栄

山 

田 

和 

江

稲
葉 

親
太
郎

山 

田 

成 

宣

勝 

俣 

公 

好

小 

川 

鶴 

雄

勝 

俣 

剛 

一

川 

口 

延 

明

川 

端 

祥 

介

村
野 

由
紀
子

議 

決 

結 

果
承 ○○○○○○○○○○○○○
承 ○○○○

×

○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○
可 ○○○○○○○○○○○○○

専決処分の承認を求めることについて
専決処分の承認を求めることについて
箱根町弥坂湯条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について
箱根町宮城野温泉会館条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について
箱根町老人福祉センターやまなみ荘条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について
箱根町都市公園条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について
平成28年度箱根町一般会計補正予算（第1号）
工事請負契約の締結について

教育長の勤務時間その他の勤務条件に関する条例の制定について

箱根町職員の退職管理に関する条例の制定について

箱根町職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例の制定について
箱根町職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
箱根町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例の制定について
箱根町弥坂湯条例の一部を改正する条例の制定について
箱根町宮城野温泉会館条例の一部を改正する条例の制定について
箱根町町税条例の一部を改正する条例の制定について
箱根町老人福祉センターやまなみ荘条例の一部を改正する条例の制定について
箱根町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
箱根町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について
箱根町火災予防条例の一部を改正する条例の制定について
箱根町総合体育館条例の一部を改正する条例の制定について
平成27年度箱根町一般会計補正予算（第5号）
平成27年度箱根町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
平成27年度箱根町介護保険特別会計補正予算（第2号）
平成27年度箱根町下水道事業特別会計補正予算（第1号）
平成28年度箱根町一般会計予算
平成28年度箱根町国民健康保険特別会計予算
平成28年度箱根町後期高齢者医療特別会計予算
平成28年度箱根町介護保険特別会計予算
平成28年度箱根町温泉財産区特別会計予算  
平成28年度箱根町宮城野財産区特別会計予算
平成28年度箱根町仙石原財産区特別会計予算
平成28年度箱根町蛸川財産区特別会計予算
平成28年度箱根町温泉特別会計予算
平成28年度箱根町育英奨学金特別会計予算
平成28年度箱根町下水道事業特別会計予算
平成28年度箱根町水道事業会計予算
町道路線の変更について
町道路線の変更について
町道路線の変更について
箱根町指定金融機関の指定について
行政不服審査会の事務の委託に係る協議について
箱根町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
箱根町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について

行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

箱根町部設置条例の一部を改正する条例の制定について
特別職の職員の給与に関する条例及び教育長の給与その他の勤務条
件に関する条例の一部を改正する条例の制定について
箱根町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
箱根町の議会議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

３月定例会において上程された、議案第19号　箱根町廃棄物の減量化、資源化及び適正処理
等に関する条例の一部を改正する条例の制定については、教育福祉環境常任委員会に付託さ
れ、現在も審査を行っています。

議会だより　はこね（3）　平成28年6月 第184号



Ｑ　近年のコンピューター活用頻度
が多くなる中で、小学校でのコン
ピューター授業の内容について伺
います。
Ａ　１年生でコンピューターの基本
操作、お絵かきソフトを使った絵
の描き方を学びます。２年生で、
さらにデジタルカメラの使い方と
画像の活用を学びます。３年生で
ローマ字入力を習得し、４年生で
「２分の１成人式」の時に発表す
る自己ＰＲ書をノートパソコンで
作成します。
　　５・６年生はインターネットを
使用した調べ学習を行っています。

コンピューター教育推進事業について
川口　延明

Ｑ　陳情と請願が採択されていた、
宮城野保育園の建て替えの予算に
ついて、財政難の中、約６億円の
予算計上となっております。この
件については、財政状況説明会時
の予定額を大幅に上回っておりま
すが、建設費について伺います。

Ａ　財政状況説明会時は、暫定金額
でしたが、湯本幼児学園建設の際
になかった水路工事等の外構工事
の増額と東日本大震災復旧やオリ
ンピック開催準備による資材等の
高騰が進み約1.5倍となりました。

宮城野保育園建設について
勝俣　剛一

Ｑ　箱根中学校は、築44年が経過し
ており、雨漏りや外壁の劣化等、
教育環境が悪化しているため、町
は、現在の建物の構造耐力、耐震
性等、また厳しい財政状況を鑑み、
建替えよりも安価な改修方法とな
る長寿命化改良工事としましたが、
今後の整備計画について伺います。

Ａ　28年度は約 2,100 万円の予算で
あり、主に長寿命化工事の基本設
計として 1,836 万円、29年度は実
施計画、30～31年の２箇年で改良
工事を実施する予定です。この長
寿命化改良工事の予算は約16億
5,000万円の予定であり､この工事
をすることにより、向こう約30年
間は使用できるものと考えていま
す。

中学校校舎等整備事業について
小川　鶴雄

Ｑ　町営住宅の退去補修にかかる経
費689万4,000円、４団地10箇所の
工事を予定していますが、現在、
退去されて補修されていない空き
家があります。家賃収入など増や
すことを考えますと、空き家を補
修し、入居募集をすべきと思いま
すが、いかがでしょうか？

Ａ　限られた予算の中で計画を立て、
通常年２回の募集に合わせて補修
をしています。最近は、住宅の応
募が少なく、入居に至らない状況
です。しかし、家賃収入を少しで
も増やすために、広く町民に周知
し、応募者の増加を図り応募状況
を鑑みながら補修を執行していく
考えです。

町営住宅整備事業について

Ｑ　火災予防の推進を図るうえで、
地震時に揺れを感知して、ブレー
カーが自動的に電気を遮断する、
感震ブレーカーの普及を消防本部
として、今後、組織的に普及啓発
をしていく考え方について伺いま
す。

Ａ　地震によって、大きな火災に発
展した阪神・淡路大震災の例もあ
ります。住宅密集地においては、
火災予防の観点から普及について
は、これから前向きに検討してい
きたいと思います。

常備消防費について
川端　祥介 村野由紀子

Ｑ　大涌谷の深刻な影響を受けてい
る中で、以前から高い国民健康保
険料が10％もの値上げがされるこ
とについて、伺います。

Ａ　大涌谷の影響により、所得を例
年より－５％として予算化いたし
ました。

　　H28年度４月末までは、高齢化
率が43.25％と、どんどん進んで
いる状況の中、保険給付費が伸び
ていますので、それに対応するた
めに、保険料の値上げをお願いし
ようとするものです。その他、一
般会計繰入金として、3,371万
2,000円を予算化しております。

国民健康保険料について
山田　和江

Ｑ　商工従業員表彰に係る平成28年
度予算について伺います。
Ａ　町内の商工事業所従業員の功績
を讃えるため、優良及び永年勤続
従業員表彰を毎年行っています。
その際の記念品代として、22万
1,000円を計上しています。
Ｑ　28年の優良従業員表彰３名のう
ち2名は町観光協会職員でありま
した。大涌谷の火山活動により、
経営状況の悪化した事業所で頑張
って働いている従業員の表彰等、
応募方法の見直しを行う必要があ
るのではないか。
Ａ　今後、より多くの従業員を表彰
できるよう、町内事業所への周知
の充実を図っていきます。

商工従業員表彰報償費について
石川　栄

Ｑ　固定資産税超過課税の導入によ
り、28年度予算収入に関する増額
分は、前年度を基準とした場合、
固定資産税超過課税の超過分のも
ととなる土地、家屋、償却資産は、
それぞれ期待どおりの増額となっ
ているのか伺います。
Ａ　土地は１億990万円の増額、家
屋は２億6,880万円の増額、償却
資産は5,940万円の増額となって
いますが、土地評価の下落により、
昨年度予算を基準とした割合で比
較すると、全体で5,000万円程度
のマイナスとなりました。

固定資産税収入について
折橋　尚道

Ｑ　現在の旧箱根小学校校舎の現在
の状況と運動場も合わせた利活用
について伺います。
Ａ　旧校舎の現状は、平成９年に耐
震補強工事を実施しており、耐震
性は問題ありません。
　　ただ、日当たりが悪く湿気が高
いため、全体的に老朽化が進んで
います。利活用については町の費
用負担を抑えた貸出し等、検討し
ていきます。
　　運動場の利用については、お祭
りやイベントの際、地域の方々の
ご要望の中で協議し、できる限り
要望に沿う形で使用できるように
進めていきます。

旧学校施設経常経費について

Ｑ　地方債総額７億9,010万円､起債
数17件の内容について伺います。
Ａ　宮城野保育園建設事業５億
6,890万円、斎場事務広域化推進
事業290万円、環境センター施設
改修等事業4,740万円、各町道道
路整備事業10件8,920万円、橋り
ょう長寿命化改修工事170万円、
公園整備事業1,700万円、消防車
両整備事業5,620万円、小学校校
舎整備事業1,310万円、総額７億
9,010万円となります。

平成28年度地方債について
稲葉親太郎 山田　成宣

Ｑ　環境センターに持ち込まれる燃
せるごみの搬入手数料は９月まで
無料ですが、10月以降は有料とな
り、いくらの増収になりますか。

Ａ　10月以降のごみ量を、ここ数年
の動向から約3,800トンと見込み、
金額にして3,800万円の増収です。

Ｑ　今回の改正案に、事業系一般廃
棄物の排出は、事業系用指定袋を
使用可とありますが、この袋の価
格設定はいくらになりますか？

Ａ　ごみ１ℓ当たり0.2㎏とし、１
㎏18円と設定しますと、45ℓ袋１
枚162円、70ℓ袋１枚252円、90ℓ
袋１枚324円の料金となります。

ごみ処理手数料について
勝俣　公好 　平
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平 成 28 年 度  予 算 審 議平 成 28 年 度  予 算 審 議特集 仙石原小学校６年生による
３月本会議（予算審議）傍聴の様子

議会だより　はこね第184号 平成28年6月　（4）議会だより　はこね（5）　平成28年6月 第184号



Ｑ　近年のコンピューター活用頻度
が多くなる中で、小学校でのコン
ピューター授業の内容について伺
います。
Ａ　１年生でコンピューターの基本
操作、お絵かきソフトを使った絵
の描き方を学びます。２年生で、
さらにデジタルカメラの使い方と
画像の活用を学びます。３年生で
ローマ字入力を習得し、４年生で
「２分の１成人式」の時に発表す
る自己ＰＲ書をノートパソコンで
作成します。
　　５・６年生はインターネットを
使用した調べ学習を行っています。

コンピューター教育推進事業について
川口　延明

Ｑ　陳情と請願が採択されていた、
宮城野保育園の建て替えの予算に
ついて、財政難の中、約６億円の
予算計上となっております。この
件については、財政状況説明会時
の予定額を大幅に上回っておりま
すが、建設費について伺います。
Ａ　財政状況説明会時は、暫定金額
でしたが、湯本幼児学園建設の際
になかった水路工事等の外構工事
の増額と東日本大震災復旧やオリ
ンピック開催準備による資材等の
高騰が進み約1.5倍となりました。

宮城野保育園建設について
勝俣　剛一

Ｑ　箱根中学校は、築44年が経過し
ており、雨漏りや外壁の劣化等、
教育環境が悪化しているため、町
は、現在の建物の構造耐力、耐震
性等、また厳しい財政状況を鑑み、
建替えよりも安価な改修方法とな
る長寿命化改良工事としましたが、
今後の整備計画について伺います。
Ａ　28年度は約 2,100 万円の予算で
あり、主に長寿命化工事の基本設
計として 1,836 万円、29年度は実
施計画、30～31年の２箇年で改良
工事を実施する予定です。この長
寿命化改良工事の予算は約16億
5,000万円の予定であり､この工事
をすることにより、向こう約30年
間は使用できるものと考えていま
す。

中学校校舎等整備事業について
小川　鶴雄

Ｑ　町営住宅の退去補修にかかる経
費689万4,000円、４団地10箇所の
工事を予定していますが、現在、
退去されて補修されていない空き
家があります。家賃収入など増や
すことを考えますと、空き家を補
修し、入居募集をすべきと思いま
すが、いかがでしょうか？
Ａ　限られた予算の中で計画を立て、
通常年２回の募集に合わせて補修
をしています。最近は、住宅の応
募が少なく、入居に至らない状況
です。しかし、家賃収入を少しで
も増やすために、広く町民に周知
し、応募者の増加を図り応募状況
を鑑みながら補修を執行していく
考えです。

町営住宅整備事業について

Ｑ　火災予防の推進を図るうえで、
地震時に揺れを感知して、ブレー
カーが自動的に電気を遮断する、
感震ブレーカーの普及を消防本部
として、今後、組織的に普及啓発
をしていく考え方について伺いま
す。
Ａ　地震によって、大きな火災に発
展した阪神・淡路大震災の例もあ
ります。住宅密集地においては、
火災予防の観点から普及について
は、これから前向きに検討してい
きたいと思います。

常備消防費について
川端　祥介 村野由紀子

Ｑ　大涌谷の深刻な影響を受けてい
る中で、以前から高い国民健康保
険料が10％もの値上げがされるこ
とについて、伺います。
Ａ　大涌谷の影響により、所得を例
年より－５％として予算化いたし
ました。
　　H28年度４月末までは、高齢化
率が43.25％と、どんどん進んで
いる状況の中、保険給付費が伸び
ていますので、それに対応するた
めに、保険料の値上げをお願いし
ようとするものです。その他、一
般会計繰入金として、3,371万
2,000円を予算化しております。

国民健康保険料について
山田　和江

Ｑ　商工従業員表彰に係る平成28年
度予算について伺います。

Ａ　町内の商工事業所従業員の功績
を讃えるため、優良及び永年勤続
従業員表彰を毎年行っています。
その際の記念品代として、22万
1,000円を計上しています。

Ｑ　28年の優良従業員表彰３名のう
ち2名は町観光協会職員でありま
した。大涌谷の火山活動により、
経営状況の悪化した事業所で頑張
って働いている従業員の表彰等、
応募方法の見直しを行う必要があ
るのではないか。

Ａ　今後、より多くの従業員を表彰
できるよう、町内事業所への周知
の充実を図っていきます。

商工従業員表彰報償費について
石川　栄

Ｑ　固定資産税超過課税の導入によ
り、28年度予算収入に関する増額
分は、前年度を基準とした場合、
固定資産税超過課税の超過分のも
ととなる土地、家屋、償却資産は、
それぞれ期待どおりの増額となっ
ているのか伺います。

Ａ　土地は１億990万円の増額、家
屋は２億6,880万円の増額、償却
資産は5,940万円の増額となって
いますが、土地評価の下落により、
昨年度予算を基準とした割合で比
較すると、全体で5,000万円程度
のマイナスとなりました。

固定資産税収入について
折橋　尚道

Ｑ　現在の旧箱根小学校校舎の現在
の状況と運動場も合わせた利活用
について伺います。

Ａ　旧校舎の現状は、平成９年に耐
震補強工事を実施しており、耐震
性は問題ありません。

　　ただ、日当たりが悪く湿気が高
いため、全体的に老朽化が進んで
います。利活用については町の費
用負担を抑えた貸出し等、検討し
ていきます。

　　運動場の利用については、お祭
りやイベントの際、地域の方々の
ご要望の中で協議し、できる限り
要望に沿う形で使用できるように
進めていきます。

旧学校施設経常経費について

Ｑ　地方債総額７億9,010万円､起債
数17件の内容について伺います。

Ａ　宮城野保育園建設事業５億
6,890万円、斎場事務広域化推進
事業290万円、環境センター施設
改修等事業4,740万円、各町道道
路整備事業10件8,920万円、橋り
ょう長寿命化改修工事170万円、
公園整備事業1,700万円、消防車
両整備事業5,620万円、小学校校
舎整備事業1,310万円、総額７億
9,010万円となります。

平成28年度地方債について
稲葉親太郎 山田　成宣

Ｑ　環境センターに持ち込まれる燃
せるごみの搬入手数料は９月まで
無料ですが、10月以降は有料とな
り、いくらの増収になりますか。
Ａ　10月以降のごみ量を、ここ数年
の動向から約3,800トンと見込み、
金額にして3,800万円の増収です。
Ｑ　今回の改正案に、事業系一般廃
棄物の排出は、事業系用指定袋を
使用可とありますが、この袋の価
格設定はいくらになりますか？
Ａ　ごみ１ℓ当たり0.2㎏とし、１
㎏18円と設定しますと、45ℓ袋１
枚162円、70ℓ袋１枚252円、90ℓ
袋１枚324円の料金となります。

ごみ処理手数料について
勝俣　公好 　平
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ら
、
一
部
を
抜
粋
し
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

平 成 28 年 度  予 算 審 議平 成 28 年 度  予 算 審 議平平平平平平平平平平平平平特集 仙石原小学校６年生による
３月本会議（予算審議）傍聴の様子
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固
定
資
産
税
の
超
過
課

税
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

議
会
（
行
財
政
改
革
調
査
特
別

委
員
会
）
で
は
、
宮
城
野
保
育

園
建
設
の
延
期
等
に
つ
い
て
町

へ
要
望
を
行
っ
た
が
、
平
成
28

年
度
に
お
い
て
、
宮
城
野
保
育

園
建
設
を
６
億
500
万
円
の
大
金

を
投
じ
て
実
施
さ
れ
る
が
、
３

年
間
位
、
建
設
を
延
期
を
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　
工
事
を
延
期
す
る
こ
と

に
よ
り
、
建
物
の
状
態
が

さ
ら
に
危
険
に
な
る
こ
と
、
ま

た
消
費
税
率
の
引
上
げ
等
に
よ

り
今
よ
り
状
況
が
厳
し
く
な
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

県
西
部
地
震
等
の
発
生
も
危
ぶ

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
財
政

難
で
は
あ
る
が
建
設
を
判
断
し

た
。
ま
た
、
28
年
度
支
出
額
は

2370
万
円
程
で
、あ
と
は
町
債（
20

年
償
還
・
毎
年
2800
万
円
程
度
の

負
担
）
で
あ
る
。

　
議
会
だ
よ
り
183
号
（
平
成
28
年
3
月

発
行
）
の
６
ペ
ー
ジ
・
石
川
栄
議
員
一

般
質
問
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
お
詫
び
し
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

問
　
危
機
的
財
政
状
況
の
中
、
従
来
よ

り
懸
案
と
な
っ
て
い
る
公
共
施
設
の

見
直
し
を
、
至
急
実
施
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

答
　
施
設
配
置
に
つ
い
て
は
、
喫
緊
の

問
題
で
あ
る
た
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
実
行
に
移
し
て
い
き
た
い
。

問
　
宮
城
野
保
育
園
建
て
替
え
に
つ
い

て
は
、
少
子
化
が
進
ん
で
お
り
、
他

の
施
設
の
有
効
利
用
を
図
り
、
実
施

時
期
の
延
長
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
　
建
築
51
年
が
経
過
し
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
、
改
修
は
難
し
い
。
さ
く

ら
館
、
温
泉
幼
稚
園
を
利
用
、
ま
た

他
の
２
幼
児
学
園
へ
振
り
分
け
に
関

し
て
も
、
現
在
の
諸
条
件
で
は
困
難
、

平
成
28
年
に
向
け
実
施
す
る
考
え
で

あ
る
。

問
　
施
政
方
針
に
お
い
て
、
宮
城
野
保

育
園
建
て
替
え
、
高
校
通
学
費
補
助

の
見
直
し
、
新
税
導
入
と
重
要
案
件

が
短
期
間
で
提
起
さ
れ
、
町
長
は
住

民
参
加
を
基
本
に
進
め
て
い
る
と
回

答
、
重
要
案
件
の
進
め
方
は
ス
ピ
ー

ド
感
は
あ
っ
て
も
懇
切
丁
寧
な
説
明
、

ま
た
説
明
期
間
の
短
さ
を
考
え
る
と
、

住
民
不
在
の
行
政
運
営
と
し
か
考
え

ら
れ
な
い
。
協
働
の
町
づ
く
り
と
は

言
え
ず
、
住
民
と
の
距
離
が
開
く
ば

か
り
で
は
な
い
か
。

答
　
住
民
と
は
、
合
意
形
成
の
も
と
進

め
て
い
る
が
、
周
知
不
足
は
反
省
し

て
い
る
。

問
　
大
涌
谷
地
域
で
現
在
も
稼
働
で
き

な
い
企
業
に
措
置
で
き
な
い
か
。

答
　
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
事

業
所
に
対
し
、
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
還
付
と
い
う
形
で
減
額
を
指
示
す

る
。

問答

　
10
年
前
の
平
成
17
年
度
に
耐
震

補
強
工
事
を
500
万
円
か
け
て
実
施

し
た
。
こ
の
時
に
、
建
設
の
判
断
は
で

き
な
か
っ
た
の
か
。

　
耐
震
精
密
診
断
の
結
果
、
幸
い
、

土
台
等
が
健
全
な
状
態
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
補
強
工
事
で
対
応
し
た
。

　
少
子
化
の
時
代
に
、
保
育
園
を

建
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
に

思
う
。
今
後
３
年
間
の
児
童
数
の
推
移

に
つ
い
て
伺
う
。

　
大
体
80
人
程
度
と
考
え
て
い
る
。

　
保
育
園
跡
地
の
売
却
、
ま
た
宮

城
野
出
張
所
を
さ
く
ら
館
に
移
行

し
跡
地
売
却
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
保
育
園
跡
地
は
、
速
や
か
に
売

却
を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
宮

城
野
出
張
所
に
つ
い
て
も
起
債
、
補
助

金
等
の
問
題
で
難
し
い
問
題
も
あ
る
が
、

可
能
で
あ
れ
ば
、
さ
く
ら
館
へ
統
合
、

現
在
の
公
民
館
を
廃
止
す
る
形
で
、
公

民
館
施
設
の

統
廃
合
と
い

う
中
で
処
理

し
た
い
。

　３月定例会では、町政全般へ９人の議員が15項目
にわたる一般質問を行いました。なお、質問者は下
の表のとおりです。掲載にあたっては紙面の都合上、
質問内容、回答共に抜粋し、編集したものとなって
おりますので、ご了承ください。

町の考え方を問う!

一一 般般 質質 問問

問問 問答答 答 し
た
。
こ
の
時
に
、
建
設
の
判
断
は
で

き
な
か
っ
た
の
か
。

問

石
川
栄
議
員

平成28年度施政方針（宮城野保育園建設）について
町長 ― 宮城野保育園６億500万円にて建設したい

ページ
９
９
１０
１０

質問者
遠藤　秀則
川端　祥介
折橋　尚道
山田　和江

ページ
６
７
７
８
８

質問者
石川　　栄
山田　成宣
川口　延明
小川　鶴雄
村野由紀子

議会だより183号（28年3月発行）における訂正記事
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川
口
延
明
議
員

川
口
延
明
議
員

　
箱
根
町
で
も
高
齢
化
率

が
進
み
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
高
齢
の
夫
婦
だ
け
の
世

帯
も
増
え
て
お
り
ま
す
。
地
域

で
も
自
治
会
や
民
生
委
員
の
方

々
が
協
力
し
て
見
守
り
や
声
掛

け
な
ど
の
支
援
を
す
る
こ
と
は
、

非
常
に
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
自
治
会
関
係
者
や

民
生
委
員
の
方
々
も
多
く
は
、

高
齢
者
で
あ
り
、
ま
た
、
地
域

で
は
現
実
に
自
治
会
役
員
の
や

り
手
が
な
く
、
苦
労
が
見
え
る

中
で
支
援
は
、
ど
の
程
度
で
き

る
と
考
え
る
の
か
、
お
伺
い
し

ま
す
。　

箱
根
町
の
高
齢
化
が
進

む
中
で
は
、
地
域
の
要
と

な
る
自
治
会
の
方
や
民
生
委
員

の
方
の
年
齢
が
高
く
な
っ
て
い

る
こ
と
は
、
町
も
承
知
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
一
方
で
、
元

気
な
高
齢
者
も
増
え
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
町
と
し
て
は
、
要

問答

支
援
１
・
２
の
方
の
サ
ー
ビ
ス
支
援
に

つ
い
て
は
「
生
活
支
援
・
介
護
予
防
体

制
整
備
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
支

援
の
方
法
や
担
い
手
に
つ
い
て
も
、
今

後
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
、
高
齢
者
等
の
情
報
共
有
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
方
に
見
守

り
等
を
し
て
い
た
だ
く
高
齢
者
、
例
え

ば
、
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
が
懸
念
さ
れ

る
高
齢
者
の
方
を
地
域
で
声
掛
け
し
た

り
、
見
守
り
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
そ
の
方
の
特
徴
は
も
ち
ろ
ん
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
だ
け
で
な
く
、
会
話

が
通
じ
る
の
か
な
ど
の
認
知
症
の
進
行

度
合
い
な
ど
も
あ
る
程
度
お
知
ら
せ
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
ご
家
族
に
と
っ
て
は
、
他

人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
情
報
も
含
ま
れ

る
こ
と
が
予
見
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

慎
重
に
対
応
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ゴミ処理施設の広域化は？
町長 ― 下郡３町で対応を検討！！

　
ゴ
ミ
処
理
施
設
（
環
境

セ
ン
タ
ー
）
の
現
状
と
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
。

　
環
境
セ
ン
タ
ー
の
焼
却

施
設
は
、
供
用
開
始
か
ら

22
年
が
経
過
し
て
い
る
。
環
境

省
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
施

設
は
、
供
用
年
数
が
概
ね
20
年

か
ら
25
年
程
度
で
廃
止
を
迎
え

て
い
る
施
設
が
多
い
。
ま
さ
に

当
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
時
期

に
達
し
て
い
る
。
基
幹
改
良
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
供
用
年

数
を
大
幅
に
延
伸
し
て
い
き
た

い
。

　
広
域
化
で
の
ゴ
ミ
処
理

の
対
応
に
つ
い
て
の
現
状

の
進
捗
状
況
は
？

　
平
成
28
年
度
中
に
は
見

通
し
を
立
て
て
い
き
た
い
。

真
鶴
町
、
湯
河
原
町
、
箱
根
町

の
３
町
で
広
域
化
の
検
討
を
行

う
。
一
つ
の
案
と
し
て
は
、
湯

河
原
町
真
鶴
町
衛
生
組
合
の
焼

却
施
設
を
改
良
し
、
ご
み
焼
却

の
共
同
処
理
を
行
う
こ
と
を
検

討
。

今後の高齢化支援について
町長 ― 手厚く対応を実施！

問問 答答

　
広
域
対
応
の
進
捗
状
況
等
、
具

体
的
な
方
向
性
を
環
境
セ
ン
タ
ー

に
隣
接
す
る
芦
之
湯
、
ま
た
近
隣
の
畑

宿
の
方
々
へ
の
説
明
は
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
予
定
か
。

　
広
域
化
に
つ
い
て
は
、
状
況
次

第
で
、
既
存
の
焼
却
施
設
の
大
規

模
な
基
幹
改
良
を
行
い
、
更
に
永
年
に

わ
た
り
、
現
存
の
施
設
を
稼
働
さ
せ
る

の
か
、
広
域
に
対
応
す
る
た
め
の
改
良

工
事
を
行
う
の
か
、
様
々
な
状
況
が
考

え
ら
れ
る
が
、
地
元
の
住
民
の
皆
様
に

は
特
に
情
報
の
共
有
を
計
り
、
現
在
抱

え
て
い
る
悩
み
や
考
え
も
共
に
町
と
共

有
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
逐
一
説
明

を
行
っ
て
い
く
。

山
田
成
宣
議
員

問答

　
し
か
し
、
ご
家
族
に
と
っ
て
は
、
他

人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
情
報
も
含
ま
れ

る
こ
と
が
予
見
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

慎
重
に
対
応
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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村
野
由
紀
子
議
員

認知症の方の徘徊発見ステッカーの作成を！
町 ― 認知症を認知しよう会で検討します！

　
平
成
29
年
度
か
ら
予
定

さ
れ
て
い
る
新
し
い
総
合

事
業
の
移
行
は
、
現
在
、
通
所

介
護
の
事
業
所
５
件
、
訪
問
介

護
の
事
業
所
２
件
、
一
部
町
外

の
事
業
所
も
利
用
さ
れ
て
い
る

方
も
お
り
ま
す
が
、
要
支
援
１

と
２
の
方
の
訪
問
介
護
と
通
所

介
護
を
よ
り
充
実
す
る
た
め
に
、

試
行
的
に
前
倒
し
で
実
施
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
前
倒
し
で
き
る
部
分
は
、

実
施
し
、
生
活
支
援
、
介

護
予
防
体
制
整
備
推
進
協
議
会

の
設
置
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
、

お
く
れ
る
事
の
な
い
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問答

　
認
知
症
患
者
の
方
々
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
３
人
に
１
人
と
い
う
予

測
結
果
も
あ
り
ま
す
が
、
他
の
市
町
村

で
は
、
認
知
症
の
方
々
の
持
ち
物
な
ど

に
、
徘
徊
発
見
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
、

配
布
し
て
い
ま
す
。
箱
根
町
で
も
同
様

の
取
り
組
み
を
進
め
て
は
、
ど
う
で
し

ょ
う
か
？

　
認
知
症
の
方
を
発
見
す
る
た
め

の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
普
及
す

る
取
り
組
み
は
、
認
知
症
対
策
の
１
市

３
町
の
広
域
的
な
取
り
組
み
で
す
。
認

知
症
を
認
知
し
よ
う
会
で
協
議
し
、
検

討
し
ま
す
。

問答

町の財政の健全化に向け、行政と住民との
　　　　　（温度差のない）協働の町づくりを！
町 ― 町と住民、事業者等との定期的な意見交換会を開催する

小
川
鶴
雄
議
員

　
財
政
状
況
が
大
変

厳
し
く
、
予
算
編
成

が
出
来
な
い
と
の
こ
と
で
、

昨
年
12
月
定
例
会
に
固
定

資
産
税
の
超
過
課
税
の
導

入
が
町
側
か
ら
上
程
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
初
は
、
税
率
1.68
％
で

提
案（
約
20
％
増
）さ
れ
ま

し
た
が
、
住
民
の
強
い
声

や
、
旅
館
組
合
等
か
ら
の

陳
情
が
、
町
側
と
議
会
側

に
提
出
さ
れ
、
議
会
と
し

て
も
十
分
議
論
を
重
ね
、

町
側
に
意
見
を
提
示
し
た

結
果
、
税
率
1.58
％
（
約
13

％
増
）
に
下
げ
、
再
提
案

さ
れ
、
議
会
と
し
て
は
、

新
年
度
予
算
が
編
成
で
き

な
い
と
の
こ
と
で
、
断
腸

の
思
い
で
可
決
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
議
論
の
中
で
、

超
過
課
税
の
上
程
が
拙
速

で
あ
り
、
住
民
、
事
業
所

等
に
十
分
理
解
さ
れ
て
い

な
い
と
の
強
い
声
も
あ
り
、

こ
の
こ
と
を
含
め
、
町
の

財
政
再
建
に
向
け
、「
住
民
か
ら
意
見
を

聞
く
会
議
」
開
催
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。

　
「
住
民
か
ら
意
見
を
聞
く
会
議
」
に

つ
い
て
提
案
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
町

は
ど
う
考
え
る
か
。

　
住
民
等
に
対
し
、
町
の
財
政
状

況
の
説
明
が
不
足
し
、
拙
速
で
あ

っ
た
こ
と
を
十
分
反
省
し
、
協
働
の
町

づ
く
り
に
向
け
て
、
意
見
を
聞
く
会
議

の
開
催
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
会
議
だ
け
で
は
な
く
、
広

く
町
民
等
の
意
見
を
聞
く
機
会
を

設
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　
行
政
運
営
を
担
っ
て
い
く
中
で
、

町
民
等
の
声
を
聞
く
こ
と
が
肝
要

で
あ
り
、
町
に
住
む

人
、
働
く
人
の
意
見

を
十
分
聞
き
入
れ
、

安
心
安
全
の
箱
根
町

に
向
け
、
町
の
現
状

や
課
題
の
共
有
等
を

図
る
た
め
、
町
民
が

誰
で
も
参
加
で
き
る

「
意
見
交
換
会
」
を

開
催
し
て
い
き
ま
す
。

問

問 答答
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各
地
域
に
お
い
て
、
自

治
会
等
の
協
力
で
分
別
の

定
着
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最

近
収
集
場
所
に
お
い
て
、
早
朝

と
夜
に
出
す
こ
と
で
、
イ
ノ
シ

シ
や
猫
等
に
よ
る
ゴ
ミ
の
散
乱

が
多
く
、
そ
の
度
に
近
所
の
方

が
片
づ
け
る
と
の
苦
情
を
言
わ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

連
日
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

か
ら
何
と
か
し
て
ほ
し
い
と
の

こ
と
で
す
。
ま
た
、
住
民
以
外

の
不
法
な
置
き
去
り
で
収
集
さ

れ
ず
、
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
ゴ
ミ
袋
へ
の
記

名
を
検
討
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

　
集
積
場
所
の
散
乱
に
つ

い
て
は
相
談
も
あ
り
ま
し

た
の
で
、
把
握
は
し
て
い
ま
す
。

状
況
に
よ
り
職
員
が
出
向
き
地

元
住
民
の
お
力
を
借
り
対
応
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
以

外
の
不
法
な
置
き
去
り
禁
止
の

啓
発
看
板
の
掲
示
を
し
て
お
り
、

記
名
に
つ
い
て
は
、
分
別
収
集

問答

強
化
の
観
点
か
ら
実
施
を
し
て
い
る
市

町
村
の
事
例
は
把
握
し
て
い
ま
す
。
今

後
先
進
事
例
等
を
調
査
し
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
も
あ
り
ま
す
の
で
慎
重
に
対
処
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
委
託
業
者
の
収
集
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
住
民
の
方
々
か
ら
、

誤
解
や
反
発
を
招
か
な
い
よ
う
に
法
令

を
遵
守
し
、
き
れ
い
な
収
集
を
心
掛
け

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
町
と
し
て
は
、
事
故
防
止
の
観

点
か
ら
厳
し
く
指
導
監
視
を
行
い
、

い
ず
れ
に
お
い
て
も
法
令
厳
守
は
委
託

仕
様
書
・
許
可
書
に
明
記
し
て
い
る
た

め
、
今
後
業
者
に
対
し
、
法
令
厳
守
、

安
全
意
識
の
向
上
に
更
な
る
指
導
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問答

ゴミの収集について

遠
藤
秀
則
議
員

ゴミの収集について

遠
藤
秀
則
議
員

箱根町の女性活躍社会の実現を促進！
町 ― 女性の各種相談会を充実・女性企業家の支援を積極的に促進する。

川
端
祥
介
議
員

　
女
性
の
職
業
生
活
に
お

け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す

る
法
律
（
女
性
活
躍
推
進
法
）

が
、
昨
年
９
月
４
日
に
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
箱
根
町
に
お
け
る
、
地
域
・

職
場
・
社
会
の
活
躍
に
つ
い
て

は
、
他
の
自
治
体
に
負
け
ず
進

展
し
て
き
て
い
る
と
お
り
で
す

が
、
将
来
に
向
か
っ
て
今
後
と

も
大
き
く
女
性
が
活
躍
す
る
場

を
広
げ
、
更
な
る
躍
進
を
図
っ

て
行
く
た
め
の
方
針
や
、
箱
根

町
の
女
性
活
躍
施
策
に
つ
い
て

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
町
で
は
、
昨
年
度

策
定
し
た
箱
根
町
男
女
参

画
推
進
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
男

女
の
均
等
な
参
画
を
推
進
す
る

よ
う
な
企
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
審
議
会
等
へ
の

女
性
委
員
比
率
30
％
、
本
町
の

女
性
管
理
職
員
比
率
30
％
な
ど
、

ま
た
働
く
女
性
を
応
援
す
る
た

め
の
、
育
児
・
介
護
を
利
用
す

る
人
の
視
点
に
立
っ
た
施
策
の

推
進
を
し
て
い
ま
す
。
更
に
Ｄ

問答

Ｖ
対
策
を
充
実
す
る
た
め
相
談
に
あ
た

っ
て
は
、
小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所
や

小
田
原
警
察
署
と
連
携
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　
次
に
、
女
性
の
起
業
家
育
成
支
援
に

つ
い
て
は
、
公
共
施
設
の
活
用
や
起
業

家
同
士
の
情
報
交
換
の
場
の
提
供
、
国

の
起
業
支
援
の
取
り
組
み
メ
ニ
ュ
ー
の

活
用
、
ま
た
地
元
金
融
機
関
や
商
工
会

議
所
を
含
め
た
支
援
体
制
の
構
築
を
進

議会だより　はこね（9）　平成28年6月 第184号



折
橋
尚
道
議
員

　
一
昨
年
、
高
い
国
保
料

引
き
下
げ
を
求
め
て
1000
名

近
い
署
名
が
議
会
と
町
に
提
出

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
10

％
も
の
大
幅
な
保
険
料
の
引
き

上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
大

涌
谷
の
火
山
の
活
発
化
に
よ
る

暮
ら
し
や
営
業
へ
の
影
響
は
大

変
厳
し
く
、
回
復
に
至
っ
て
い

な
い
。
さ
ら
に
、
安
倍
政
権
の

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
破
綻
に
よ
る

景
気
悪
化
が
そ
れ
に
追
い
打
ち

を
か
け
て
い
る
中
で
の
国
保
料

の
引
き
上
げ
は
町
民
生
活
に
打

撃
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
私

は
強
く
中
止
を
求
め
る
。

　
医
療
費
の
増
大
が
国
保

財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
。

平
成
20
年
度
か
ら
据
え
置
い
た

が
、
一
般
会
計
も
厳
し
く
、
国

民
健
康
保
険
と
い
う
極
め
て
重

要
な
社
会
保
障
制
度
を
維
持
す

る
た
め
に
は
回
避
で
き
な
い
。

問答

　
営
業
と
暮
ら
し
を
守
る
と
い
う

立
場
に
立
て
ば
、
財
政
調
整
基
金

の
一
部
を
使
っ
て
で
も
引
き
上
げ
は
止

め
る
べ
き
だ
。

　
10
％
を
見
送
る
に
は
あ
と
3500
万

必
要
だ
が
、
被
用
者
保
険
の
加
入

者
に
と
っ
て
は
二
重
に
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
、
こ
れ
以
上
多
く
を
求
め
ら
れ

な
い
。　

給
付
費
削
減
の
た
め
に
、
特
定

検
診
の
充
実
と
受
診
率
向
上
、
ま

た
町
の
疾
病
予
防
事
業
の
推
進
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

　
受
診
勧
奨
通
知
の
送
付
を
予
定

し
て
い
る
。
温
水
プ
ー
ル
を
有
効

活
用
し
た
水
泳
教
室
な
ど
様
々
な
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

山
田
和
江
議
員

町民生活に打撃を与える国保料10％の引き上げは中止を！
町 ― 国民健康保険という社会保障制度維持のため引き上げは回避できない

大涌谷火山対策と新しい箱根ジオパークについて
町長 ― 世界認定へ向けて取り組む！

山
田
和
江
議
員

％の引き上げは中止を！
国民健康保険という社会保障制度維持のため引き上げは回避できない

折
橋
尚
道
議
員

大涌谷火山対策と新しい箱根ジオパークについて

問問答 答

　
南
足
柄
市
を
新
た
に
加
え
て
再

出
発
す
る
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
の
国

内
審
査
と
内
容
。
最
終
目
標
と
し
て
い

る
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
申
請
に
つ
い
て

　
南
足
柄
市
全
域
を
箱
根
ジ
オ
パ

ー
ク
に
編
入
し
、
面
積
は
約
1.3
倍

に
拡
大
さ
れ
、
ジ
オ
サ
イ
ト
を
８
箇
所

追
加
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。
今
後
審

査
を
受
け
本
年
９
月
ご
ろ
に
、
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
認
定
の
可
否
が
発
表
さ
れ
る
。

そ
の
後
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
申
請

に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
の
育
成
、
案
内

版
の
整
備
、
財
源
の
問
題
等
を
解
決
し

な
が
ら
、
着
実
な
取
り
組
み
を
進
め
て

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
申
請
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答

　
県
知
事
を
会
長
と
し
て

組
織
さ
れ
た
「
箱
根
山
火

山
防
災
協
議
会
」
の
役
割
と
大

涌
谷
立
ち
入
り
規
制
解
除
に
つ

い
て

　
活
動
火
山
対
策
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
、
県
と
町

が
共
同
で
組
織
し
、
事
務
局
を

県
の
安
全
防
災
局
が
勤
め
、
町

は
協
議
会
の
運
営
に
お
い
て
中

核
的
な
役
割
を
担
う
。

　
今
後
の
大
涌
谷
周
辺
立
ち
入

り
規
制
は
、
火
山
性
ガ
ス
の
検

査
対
策
強
化
を
図
り
な
が
ら
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
運
転
区
間
の
姥

子
駅
か
ら
大
涌
谷
駅
ま
で
先
行

し
延
伸
す
る
こ
と
と
、
温
泉
供

給
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
拡
大
を
最

優
先
課
題
と
し
て
対
応
し
て
い

く
。
最
終
的
に
は
自
家
用
車
の

乗
り
入
れ
、
自
然
研
究
路
や
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
開
放
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
安
全
対
策
を
整
え

な
が
ら
、
大
涌
谷
園
地
全
体
の

再
開
を
考
え
て
い
る
。

問答
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議
　会
　町
　内
　視
　察

　
３
月
議
会
で
委
員
会
付
託
と

な
っ
た
「
箱
根
町
廃
棄
物
の
減

量
化
、
資
源
化
及
び
適
正
処
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」

に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
を
し
て

お
り
ま
す
。
各
方
面
よ
り
陳
情

や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、
町
民
に

と
っ
て
も
大
き
な
課
題
で
あ
る

こ
の
議
案
を
各
関
係
諸
団
体
等

の
意
見
を
聴
取
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
５
月
11
日
に
は
、
町
内
５
団

体
の
代
表
者
と
の
意
見
交
換
会

を
開
催
、
現
状
や
今
後
の
見
通

し
等
に
つ
い
て
活
発
に
討
議
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
既
に
提
案

さ
れ
て
い
る
、
廃
棄
物
減
量
等

推
進
審
議
会
の
早
期
設
置
を
す

る
と
と
も
に
、
関
係
者
へ
の
更

な
る
説
明
の
必
要
性
を
特
に
要

望
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
頂
い
た

多
く
の
ご
意
見
は
、
今
後
の
委

員
会
の
審
議
の
参
考
と
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
福
祉
環
境
常
任
委
員
会

委
員
長
　
勝
俣
　
剛
一

　
４
月
18
日
、
議
員
に
よ
る
大

涌
谷
園
地
を
含
む
町
内
５
箇
所

の
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
議
会
と
し
て
昨
年
10
月
に
続

き
２
回
目
の
視
察
と
な
る
大
涌

谷
で
は
、
噴
気
の
状
況
と
ガ
ス

濃
度
の
説
明
や
神
奈
川
県
が
設

置
し
て
い
る
火
山
ガ
ス
常
時
計

測
機
器
等
の
確
認
を
行
い
ま
し

た
。
４
月
23
日
か
ら
の
立
入
規

制
区
域
の
変
更
に
伴
い
、
箱
根

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
桃
源
台
駅
か

ら
大
涌
谷
駅
ま
で
の
運
行
延
伸
、

名
物
で
あ
り
ま
す
黒
た
ま
ご
の

販
売
開
始
、
温
泉
事
業
の
供
給

施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
範
囲

が
拡
大
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

完
全
復
活
が
近
い
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
消
防
署
で
は
、
昨
年
度
更
新

さ
れ
た
消
防
は
し
ご
車
を
視
察

し
ま
し
た
が
、
最
先
端
の
装
備
、

機
能
を
搭
載
し
た
は
し
ご
車
で

あ
り
、
困
難
な
災
害
現
場
で
の

安
全
確
実
な
救
助
、
消
火
活
動

に
期
待
を
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
宮
城
野
保
育
園
建
設

予
定
地
で
は
、
平
成
29
年
３
月

の
完
成
を
目
指
す
建
設
工
事
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
が
、
園
舎
の
配
置
や
必
要

な
外
構
工
事
な
ど
よ
く
理
解
で

き
、
通
園
す
る
園
児
の
安
全
や

快
適
な
保
育
環
境
の
提
供
を
考

え
て
の
建
設
と
い
う
こ
と
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
星
槎
箱
根
キ
ャ
ン
パ

ス
や
本
年
４
月
か
ら
指
定
管
理

と
な
り
ま
し
た
箱
根
湿
生
花
園

に
お
き
ま
し
て
も
、
丁
寧
な
対

応
を
し
て
い
た
だ
い
た
職
員
の

方
々
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
視
察
時
期
と
し
て
は
、
柳
緑

花
紅
と
い
う
よ
う
な
風
景
と
ジ

オ
の
息
遣
い
が
漂
う
荘
厳
な
雰

囲
気
が
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
れ
、
我

が
身
の
小
さ
さ
を
痛
切
に
感
じ

と
ら
れ
る
よ
う
な
大
パ
ノ
ラ
マ

に
、
一
刻
も
早
い
規
制
解
除
を

切
に
願
う
も
の
で
あ
り
、
感
慨

深
い
視
察
で
あ
り
ま
し
た
。

広
報
広
聴
委
員
会

　
委
員
長
　
稲
葉
　
親
太
郎

教
育
福
祉
環
境
常
任
委
員
会
報
告

　
昨
今
、
何
か
と
委
員
会
と
し

て
も
注
目
し
て
い
る
„
指
定
管

理
者
制
度
“
に
つ
い
て
、
協
議

を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ

の
４
月
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る

箱
根
湿
生
花
園
の
現
地
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
民
間
な
ら
で
は

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
運
営

を
基
に
、
地
域
も
踏
ま
え
た
観

光
振
興
の
拠
点
と
し
て
、
さ
ら

な
る
発
展
を
希
望
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
旧
仙
石
原
中
学
校

の
現
地
視
察
も
行
い
ま
し
た
。

現
在
は
、「
星
槎
箱
根
キ
ャ
ン
パ

ス
」
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
年
度
よ
り
、
地
域
住

民
の
利
用
促
進
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
こ
の
施
設
に
お
い
て
も

箱
根
湿
生
花
園
と
同
様
に
、
地

域
の
中
で
愛
さ
れ
る
民
間
施
設

と
し
て
の
運
営
を
、
今
後
、
さ

ら
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
、

各
委
員
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

総
務
企
画
観
光
常
任
委
員
会

委
員
長
　
山
田
　
成
宣

総
務
企
画
観
光
常
任
委
員
会
報
告
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あ
ら
た
め
て
、
こ
の
た
び
の

熊
本
地
震
に
よ
り
災
害
等
に
遭

わ
れ
ま
し
た
方
々
に
心
よ
り
深

く
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら

５
年
と
な
り
、
今
も
17
万
４
千

人
も
の
人
が
避
難
生
活
を
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
４
月
16
日

未
明
の
熊
本
地
震
の
本
震
か
ら

約
２
箇
月
、
私
た
ち
が
経
験
の

し
た
事
の
な
い
震
度
７
の
威
力

は
、
言
葉
を
失
う
ぐ
ら
い
想
定

外
の
震
災
。

　
今
、
一
番
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
は
、「
い
つ
発
生

す
る
か
わ
か
ら
な
い
、
予
測
で

き
な
い
。
」
と
い
う
事
で
す
。

い
ざ
！
　
と
い
う
時
の
た
め
に
、

日
頃
の
備
え
や
月
１
度
の
家
庭

の
防
災
会
議
を
も
つ
よ
う
に
心

掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
議
会

も
、
震
災
の
経
験
や
復
興
の
様

子
を
学
び
、
箱
根
火
山
と
共
に

町
の
防
災
・
減
災
に
役
立
て
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
村
野
由
紀
子
　
記
）

編 

集 

後 

記

広
報
広
聴
委
員
会

　委
　員
　長

　稲
葉
親
太
郎

　副
委
員
長

　勝
俣

　剛
一

　委

　
　員

　村
野
由
紀
子

　委

　
　員

　川
口

　延
明

　委

　
　員

　山
田

　成
宣

　委

　
　員

　折
橋

　尚
道

町内小学６年生全員の議会傍聴が実現

議
会
改
革
等

推
進
特
別
委
員
会箱根の森小学校（３月本議会予算審議中の様子)

箱根の森小学校（３月本議会予算審議中の様子)

仙石原小学校（議員控室見学の様子)仙石原小学校（議員控室見学の様子) 湯本小学校（３月本議会予算審議
中様子)

湯本小学校（３月本議会予算審議
中様子)

　
議
会
改
革
等
推
進
特
別
委
員
会

と
町
教
育
委
員
会
・
町
内
小
学
三

校
が
協
力
し
て
、
６
年
生
全
員
に

よ
る
３
月
本
議
会
の
傍
聴
が
実
現

し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
昨
年
春
よ
り
、

議
会
傍
聴
規
則
改
正
や
学
習
副
読

本
・
D
V
D
教
材
の
作
成
な
ど
、

入
念
に
準
備
し
て
き
た
も
の
で
、

小
学
生
に
よ
る
本
議
会
傍
聴
は
、

全
国
的
に
も
例
が
少
な
く
、
議
会

改
革
に
よ
る
先
進
的
な
事
業
の
展

開
が
で
き
ま
し
た
。

　
学
校
も
教
室
で
の
授
業
と
合
わ

せ
て
、
リ
ア
ル
な
議
会
傍
聴
が
で

き
た
こ
と
は
、
良
い
経
験
と
な
っ

た
と
の
感
想
で
し
た
。

委
員
長
　
折
橋
尚
道
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　議会で設置した授乳室とキッズコーナー
に可愛い兄妹が来てくれました。
　議会開催日以外にも開放しておりますの
で、ご来庁の際はぜひご利用ください！

　箱根町議会では、次のとおり議会報告
会を開催いたします。
　皆さまのご参加をお待ちしております。
日　時　平成28年６月24日(金)
　　　　第1部：午後3時～
　　　　第2部：午後7時～
場　所　箱根町役場本庁舎4階会議室
テーマ　・行財政改革調査特別委員会
　　　　　活動報告について
　　　　・議会改革について
　　　　・平成28年度予算審議について
　詳細は、議会事務局へお問い合わせく
ださい｡(☎85－9570)

議会報告会を
開催いたします

ようこそ、議会
キッズコーナーへ


